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研究内容

　魚類の 生 殖 リ ズ ム は 生理的要因と日長や 水温などの環
境的要因 と に よっ て調節され て い る 。 こ れ らの 情報を 統

合す る性 中枢 に 関する知 見 は 魚類 で は乏 しか っ た た め ，

天 野 勝 文 氏 は サ ケ 科魚類の サ ク ラマ ス を モ デル に選び，
最上 位で 生殖現象を司る生殖腺刺激 ホ ル モ ン 放出ホ ル モ

ン （GnRH ） に着目 し て 研 究 を 行 っ た。サ ク ラ マ ス に は

サ ケ 型 GnRH （sGnRH ）と ニ ワ トリ 1 型 GnRH が存在

す る こ とをま ず 明らか に した 。 GnRH 産生 細 胞 の 分布

は，前者が嗅神経か ら視索前 野 に か け て で あるの に対 し

後者 で は 中脳被蓋 と全 く異 な るこ と，前者の 神経繊維の

みが下垂体 に 投射 して 生殖腺刺激 ホ ル モ ン （GTH ） の

分泌 に 関与す る こ とを解明す る とと もに ， 両 GnRH の

神経繊維 が 脳 内 に 多数分布 して い る こ と を発見 し，
GnRH の 新 た な生 理 作 用 が 注 目 さ れ る 契機を作 っ た 。

また，サ ク ラ マ ス の 性 成 熟時 に終脳 と視床下部の

sGnRH 量 が増加 す る こ とも明 ら か に した 。 さ らに ，性

成熟 性 ホ ル モ ン 投与，去 勢，日長 処 理 時 に お け る

sGnRH 遺伝 子 発現の 変動を 調べ
， 終脳腹側部 と視索前

野の sGnRH 産生 細胞が性中枢 と して 機能 す る こ とを 魚

類で初め て 明 らか に した。　　 （北里 大水　山森邦夫）
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研究内容

　魚類の 日周性は 環境 の 周期的変動 と体内の 生物時計の

両 方で 制御され て い るこ とが 明 らか に な りつ つ ある。し

か し，生物時計 の 局在や リズ ム の 発現 ・制御機構 に つ い

て は ま だ 不 明 な こ とが 多 い
。 飯郷雅之氏は 生物時計で制

御され る魚類の 日周性 の形成機構を 明 らか に す る こ と を

め ざ して 研究 を お こ な っ て きた
。 同氏は魚類 の 松果体と

網膜 に生物 時計 が存 在 す る こ と を証明 し， 両 器 官で 合成

されるメ ラ トニ ン が，環境の 光周期や 水温の み な らず 同

じ器官内の 生物時計の 影響 を受 け て い る こ とを 明らか に

した。さ らに ，魚類 の 脳 と網膜に おけ る メ ラ トニ ン 受 容

体の 研究 に よ り，生物時計 の 時刻 情報伝達経 路 の
一

端 を

明らか に した。一
方，魚類 の遊泳や摂餌活動 リズム の研

究 か ら，こ れ らの 活動 リズム も生物時計で 制御 され て い

る こ とを示 した 。 こ の ように飯郷氏は 環 境情報 の受容 か

ら魚類の 個体 レベ ル の行動 に い た る ま で 総合的 な 研究を

行 っ て きた 。 今後の 展開 に より生物時計 に よ る魚類 の 日

周 リズム の 制御機構 が さらに 詳 細 に 解 明 さ れ る こ とが期
待 さ れ る 。　　　　　　　　　 （帝京科大　田 畑満生）
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